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1．　 は じ めに

　 ブ ロ
ードバ ン ドア ク セ ス の 急 速 な 発 展 に よ り，通 信ネ

ッ トワ
ーク の トラ フ ィ ッ ク 量 は継続的 に 増加 して お り，

光信 号を波長単位（波長パ ス ）で 処 理 す る フ ォ トニ ッ ク ネ

ッ トワ
ーク の 導 入 が 進 展 して い る．将 来 の 更 な る トラ フ

ィ ッ ク 量 の 増大に 対 応 す る に は 光 パ ス の 動 的再 配 置 に よ

りネ ッ トワーク 資源 を 効 率 的 に利 用 す る こ とが 有 効 で あ

る．資源利用効率の 観点 で は 集中型 の 制御が望ま しい が，
計算 コ ス ト，シ グナ リ ン グに よ るス ケ

ー
ラ ビ リテ ィ が課

題 となる．

　著 者 ら は パ ス 需 要 予 測 等 に 基 づ き ，PCE （Path

Computation　Element）に よ り予 め 各 ノ
ード対に 経路候補を

優 先 度 付 き で 複数 割 り当 て て お き，各 ノ
ードで は 到 着 す

る 各波長パ ス 設 立要 求に 対 して 同経路候補中か ら優先度

順 に 探索 し
， 経路波長 割 当 を行 う準集中 制 御型 手 法 を ［1］

で 提 案 し て い る，

　本稿 で は集中制御型 RWA 法 ［2ユとの 比 較を行い ，提案手

法 が 同 等の 低 プ ロ ソ キ ン グ 率を 達成 して い る こ と を示 す．

対 に 関す る総 和 を 得 る．ノ
ード対 を順 次選 び，前 述 の ブ 〉’

ロ ッ キ ン グ率 の 総 和 を 改 善 可 能 な ら選 択経路更 新 を再 度

行 う．ノ
ード対 毎 に ，以 上 の 手 続 き で 得 られ た 選 択 経路

に 第
一

の 優先 度 を 与 え ，
か っ 残 りの 経 路 候補 に っ い て も

ブ ロ ッ キ ン グ率の 1頗に 第 二 ，第 三 ，＿ の 優先度を与え る、

詳細 は El］を参照い た だ きた い ，

　各 ノ
ー

ドで は ，パ ス 設立 要求 が到 着す る 毎 に ，（経路候

補 優 先 度，波 長 番 号 ）の 辞 書 式 順 序 に 従 い ，空 き を探 索す

る，空 きが 存 在 しな けれ ば ブ ロ ッ キ ン グ とな る．

2．　 事前経路優先度計算 と経路波長割当法［1］

　本 手 法 で は，各 ノ
ー ド間 の 波 長パ ス 設 立 要 求 の 生 起 確 轡曜 5 ・燕 鱗 蠶紹

・

率 が 十 分 予 測 さ れ る と仮 定 す る．生 起 は各 ノ
ー

ド間 で 互 堅
い に 独 立 で あ る と仮定 し，また 経雛 補中O 一

つ を翻 遍
し て い る 時，経路の

一
部 を 共 有す る 二 つ の パ ス が 同 時 に ）t 贓

〆
…
　　 欝 弼

生 起 し プ ロ ソ キ ン グ とな る確 率 を評 価 し，全 て の ノ
ード 墨幡 　　ノ 蘿託：ゆ

3， 数値実験

表 1 の パ ラ メ
ータ

に 基 づ い て 数値実

験 を行 っ た．各 ノ

ード間 の 波長 パ ス

本数 の 期 待 値 の 基

準値 は ，振 幅 を期

表1．璧…験 パ ラメータ
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待 値 の 1〆2，一
日を 周 期 とす る正 弦波に従 っ て 変動 させ る．

正 弦波 の 初期 位相 と して は 4x4 正 方格子 に つ い て は ，全 ノ

ードを 4 分割 し、宛先 が左 L4 ノ
ー

ドなら  ，右上 4 ノ
ー

ドな ら π ／2，左 下 4 ノ
ードな ら 冗 ，右 下 4 ノ

ードな ら 3 兀

／2，JAPANに つ い て は 送 信 元が 右 側 9 ノ
ードな ら O， 左側

9 ノ
ードなら π と した．各 波 長 パ ス の 経 路候 補 を得 る為

hoρslug ≦4 とい う条件 の 下 で 最短経路 よ り順 に 2Q 経路

を算出す る ．こ の 経路集合中か ら，実 際 に 波長 パ ス の 設

定 を試 み る探索経路数 を 全 ノ
ード対に つ い て 1，3，5，10，20

と変化 させ 数値実験を行 っ た．比 較手法 に は 波長パ ス 設

立 要 求が 到 着 す る 毎 に ネ ッ トワ
ー

ク 全 体 の 情 報 に 基 づ い

て 経路波 長 割 当 を行 う集 中 制 御型 RWA［2］を用 い る．こ の

手 法 は，各 ノ
ード対 間 で 複数 の 経 路 候 補 を予 め決 定 し，

波長パ ス 設 立 要 求が到着 し次第，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 経路 R上 の 使用 可能 波 長 数
　 　 　 　 　 　 av（R）

＝
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 経 路 R の ホ ッ プ 数

W（R）が 最大 とな る経路 R を選択す る．波長 は そ の 経路上 で

first−fit に よ り決定す る，比 較手法 にお い て も，予 め 決

定 して お く経 路 候 補 数 は 提案 手 法 と同 様 の 20 経 路 と した．
図 1 に各 トポロ ジで の 結果 を示 す．ど ち らの ネ ッ トワーク

に 関 し て も探索経路数 が 増加す る と 提 案 手 法 の ブ ロ ッ キ

ン グ 率は 改善 し て い く こ とが 確認 され た ，ま た ，探索経

路数二10 の とこ ろ で 比 較手法よ り も低 ブ ロ ッ キン グ率を実

現 で きる こ とが 確認 され た．詳 細 な 報告は ［3ユに 記載 され

て い る の で ，詳 し くは こ れ を参照 され た い ．
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　　（a ）4x4 正 方格子

　　 図 1．ブ ロ ッ キ ン グ率の 変動

　 　 　 一比搬fi‘、
論ユ　 。舅　 、、4i、 鱗

騨 」リン ク使1陣

（b）JAPAN

4．　 ま とめ

　 本 稿 で は 提 案 す る 準 集 中 制 御 型 RWA が 集 中 制 御 型

RWA［2］と 同等 の 効 果 を得 られ る こ と を示 し た ．
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